














　平成 28 年 4 月に教職大学院が開設されたと時期を






































































































































































・授業における教科指導力、指導技術　10 人 /10 人中
・授業分析力　　　　　　　　　　　 9 人 /10 人中
・授業デザイン力　　　　　　　　　 8 人 /10 人中
・教科指導等における専門的知識　　 8 人 /10 人中
・授業中における児童生徒への対応力　10 人 /10 人中






















































































・「とても良い影響があった」・・・・・・・1 校 /5 校中
・「良い影響があった」・・・・・・・・・・・4 校 /5 校中
　また、理由に関する具体的記述については次の通り
である。
【理由】（学校長より）
・初任者が子どもたちのために頑張っている姿を見る
ことで、他の教員たちも頑張ろうという気持ちになっ
ていると思います。お互いに学び合おうとする風土が
育つためにはよいと感じています。
・なかなか授業参観やカンファレンスに参加すること
は難しいので、年度初めに予定していたほどの活用は
できていませんが、初任者が熱心に学んでいる姿を側
で見ていることで、まわりの教員の意識が変わってき
たように感じています。
・定期的に外から人が入ってきて、初任研を進めてい
く中で、研修を積み重ねていくことや、新しい考え方
や手法を取り入れる様子が同じ教科内の教員同士で見
られるようになっている。こうした傾向は大事にして
いきたい。
・初任者への週 1 回の授業を通しての研修会は、間違
いなく彼らの力量を伸ばすことにつながっていると思
います。特に、大学の先生の助言がすばらしいです。
　本年度の「教職大学院と連動した初任者研修プログ
ラム」に参加した 10 名の初任者は、各連携協力校で
日々の実践に取り組みながら、週 1 回の学校訪問指導
を受け、月 2 回の教職大学院での授業を受講するとい
う生活の繰り返しの中、学校や校種を超えて良好な人
間関係を構築し、今では互いに励まし学び合う仲間へ
と成長した。この仲間は初任者一人ひとりにとって大
きな財産であり、その存在は彼らが「学び続ける教師」
へと成長する原動力となっていると言える。多くの管
理職が強く求めその創造に努める「質の高い学び合い
のできる学校づくり」に初任者の一人ひとりが貢献で
きることを願うとともに、そこに本プログラムの展望
を見出したいと考える。
